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国産バイオ燃料

アルカリ蒸解。 酵素糖化法による

木質ノミイオエタオイ ノーノし生産技術生産

本プロジェクトでは、スギ材を原料として酵素法でバイオエタノールを効率的に生産する

ことを目的とし、林地残材の積載量を増大させるための簡易圧縮装置、アルカリ蒸解・酸素

漂白前処理技術、及び固体培養による酵素のオンサイト生産技術を開発しました。

これらの技術開発により、スギ材からバイオエタノールを収率0.21L/kg、製造コスト

108円/Lで生産できることを明らかにしました。

|’簡易圧縮装置の開発 ’

トラックの荷台に簡易に装着することができる簡易圧縮装置を開発しました。現地試験の結果、積

載重量は枝葉のみでは約30％、枝葉と端材の混合状態では約10％向上しました。
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2アルカリ蒸解でスギ材からリグニンを除去する

スギ材はセルロース50％、ヘミセルロース

17％、リグニン31％で構成されています。ス

ギ材中のリグニンを水酸化ナトリウム水溶液中

で加熱することによって除去し、パルプを製造

します。排出された黒液を燃焼してエネルギー

として使用するとともに、アルカリ薬剤の回収

も行います。
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アルカリ蒸解によるエネルギーと薬剤回収プロセス

’S,オンサイト生産酵素を用いたエタノール生産

トリコデルマ及びアスペルギルス変異株を固体培養することで、培地資材費5．17円で高活性な糖

化酵素を生産することが可能になりました。また、アスペルギルス培養液を20％混合することで糖

化効率がさらに向上しました。

アルカリ蒸解したパルプに酸素漂白処理を導入することにより、タンパク質換算5mgの酵素使用
量でパルプの酵素糖化I性が大きく向上しました。また、糖化残湾が大幅に減少しました。
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1gの前処理したパルプから得られる生成糖(g)

酸素漂白処理による酵素糖化‘性の向上
パルプの一部を用いて酵素をオンサイト生産
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